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＜事例検討＞

管野　勝利様（68）統合失調症　デイケア利用開始：Ｈ20.4.9（2年0ヶ月）

検討内容　現状確認と今後の対応

治療計画

1 定期的なデイケア通所を通じて生活リズムの確立を図る。

2 通所時、本人の生活状況の確認を行い、不足している部分はアドバイスする。

生活状況

· 入浴・洗濯は定期的に行っていると話しているが、衣類の持ち合わせがない為、入浴後も汚れた衣類を着用しているとの事。

· 金銭的な事情もあり、新しい衣類の購入は難しい。

· 膝の痛みを訴え、散歩を行う事が出来ていない為、体重は増加傾向にある。現在の体重73kg（通所開始時 +5kg）

· 運動を促しても、膝の痛みのため、座ったままで実施出来るものでも行わない。ラジオ体操など上半身を主に動かす運動であれば実施可能。

今後の対応

· 生活状況に関しては、金銭事情など本人から詳細を確認する事が難しい内容もある為、本人の生活を把握している三戸地域生活支援センターへ連絡し、状況確認をしていく。又、本人が生活で困っていると訴えている内容について情報提供していく。

· 5月からデイケアの食事代が実費負担となる事について、三戸地域生活支援センターへ連絡し説明していく。

＜連絡事項＞

· 来週から新人のローテーション開始。

· 部署懇談会の抱負を16日までに飯野ＳＧＭにメールにて提出。部署懇談会は、4/27　グランドホテル地地下にて実施。

· 春の健康診断の予約を入れていないスタッフはスケジュールの入力を行う事。

· 26日 16：00～部署ミーティングを病院2階会議室にて実施予定。

＜利用者様情報＞

· 巴　　勇樹様～今週木曜日、金曜日からバスでの通所を徐々に開始する事となっていたが、お父様

から、「もう少し様子を見たいと思って5月以降で」と希望聞かれている。日程については後日連絡予定。

· 冨田　紀子様～グループホームの階段から落下したとのことで、室岡整形外科受診。骨に異常は

ないが、本人希望で同院入院（1週間を目処）となったと青明舎より情報提供あり。

· 赤坂　順市様～金銭・食事チェックファイルを持参して頂いているが、3/20から記入されていな

い。金銭の自己管理を行う事が出来ているのか確認すると、「出来ない」と話される為、金銭出納は自己管理の為にも確実に記入しておくよう説明している。

· 細越　定生様～今朝の来所時から、話し掛けに対して無反応である事や、時間に応じた行動が取れ

ていない事あり。入浴時間を確認し、入浴可能な時間ではない事を説明した直後に、脱衣所に行き声掛けにも反応無くぼんやりとしている事あり。又、一定の時間が過ぎてからは一方的に話し掛け切り上げられない様子が見られている。口調は強くなる事は無い。

⇒内服が行えているのか確認し、病状変化の可能性もある為様子観察と、本人の

行動の振り返りを実施して行く。

· 本多　富美様～外来受診時に本人と話し合いを行っている。表情良く顔色良好。生活状況として、

自宅では食事摂取は行う事が出来ている。日中はお父様の仕事の手伝いに車に同乗して行く程度で、自宅に引き篭もりがちとの事。日課としていた犬の散歩は、散歩中に近所とトラブルとなってからは行くことが出来なくなっていると話す。デイケア利用については、「エアロビについていけない」「人が沢山いるところに行けない」と話しており、通所しなくてはいけないという気持ちもある為、通所日には葛藤があると話している。又、尿失禁も頻回であるため、自宅から出る事に抵抗があると訴える。

⇒デイケア利用については、長期間欠席していた為、短時間から来所して慣れていくこと、急な運動は筋力の低下もある為身体の負担となる事を説明。

尿失禁は、腹筋の低下も原因と考えられる為、自宅での腹筋の実施や排尿時に尿を切ってみるなど、コントロールの方法を検討するよう説明。

· 高橋　百壽様～大久保恒夫様のラジカセが故障したと言われ、以前古いラジカセを貰い受けていた

事もあった為、“誕生日だし、新しいラジカセを買うから￥4000ちょうだい”と

言われたとの事。本人はトラブルに発展するのが嫌で支払ったと報告されている。又、その際に「今度から何もくれなくて良いからと言った」と話されている。

⇒スタッフより、今後は物のやり取りする前にスタッフに相談して欲しい事を伝えている。

＜外来患者様情報＞
· 溝越　キク様～4/21栄養指導実施予定。

· 秋山　和子様～花粉症症状訴えており、アレグラ1日2錠を7日分、メインター点眼薬処方となっ

ている。

· 駒木　学　様～学校の試験は落ちたが、外来受診は火曜日に変更したいと希望あり。訪問看護利用

日を月曜日へと変更している。

· 袴田　淑子様～便秘をしていると訴えあり、下剤処方となっている。

· 吉田　富秋様～春物の衣類を持っていない為購入したいと希望あり、青風荘へ情報提供している。

· 淡路智恵子様～痛み止めを今週1回服用したとの事。

· 番沢　政勝様～採血実施している。

· 板橋　利美様～4/20退所ケア会議実施予定。グループホームの準備は分からないとの事。膝の

痛みがあり、痛み止めの内服と湿布使用しているが痛みは変わらないとの事。

· 繁名　和恵様～幻覚があったが以前よりも楽になったとの事。コーヒーを飲んでも眠気が落ち着か

ないと訴えあり、担当医から就床前のリスパダールを減薬するか確認あるが、リスパダールは飲みたいと訴えあり。日中の内服調整実施している。

· 大久保康弘様～幻聴はあるがモヤッとした内容であるため、気にしないようにしているとの事。

夜食は刺身こんにゃくを摂取するようにしており、水分摂取量も減らしているとの事。呂律不良があるが、内服調整で病状変化の可能性もある為、そのまま様子観察としている。

· 豊川　明男様～月曜日の夕方に肋骨の内側が息苦しかったが、次の日には改善したとの事。両手の

変色は見られており、健診の結果が1週間程で送付されてくる予定との事。

· 本多　富美様～採血・尿検査実施し、白血球検出あり。水分摂取量を増やすよう説明している。

通所については、通所スタッフと話をして楽になったとの事。担当医からも通所

可能な日には利用するよう促すと、了承されている。

· 清水頭　翼様～デイケアの利用は続いているとの事。自宅では皿洗いを続けていると話している。

· 上野千奈津様～悩みは少なくなってきているとの事。描いている漫画が溜まってきている為、

リボンに応募しようと思っているとの事。幻覚・妄想ではなく、もう一人の自分がいる感じがすると訴えあり。体重については本人は「変わっていない」と話されているが、自宅で食べる量は多いとの事。

· 高柳　和子様～叔母が急に訪ねてきて、久しぶりで嬉しかったと報告あり。

＜勉強会＞

通所リハビリの対象

通所リハビリテーションは、

①通所者に居場所を提供して、生活圏・対人交流の拡大を図る場

②種々のグループ活動を通じて、円滑な対人交流、社会性、自主性を獲得する場

③生活リズムを維持し、日常生活を獲得する場

④個々の通所者の現状、能力に見合った、現実的な就労支援を行う場

⑤濃厚な医療的かかわりによって病状の再燃を防止し、病状悪化の際はそれを早期に把握するなど、通常の外来診療を補完する治療の場

⑥通所に参加する事で、同居している家族と適度な距離を保てる場

としての役割を担う。

　上記の機能を利用する対象は、対象者・御家族ともに利用を希望され、かつ通所リハビリテーションセンター利用規約の内容に同意が得られること、医師が利用が適切かつ必要であると判断される事を条件とし、再発防止、心身機能維持、復学・復職・就学・就労、円滑な生活、充実した生活を目指す方とする。

スタッフの役割

　通所リハビリテーショングループスタッフの役割として、

①通所者に居場所を提供して、生活圏・対人交流の拡大を図る場

②種々のグループ活動を通じて、円滑な対人交流、社会性、自主性を獲得する場

③生活リズムを維持し、日常生活を獲得する場

④個々の通所者の現状、能力に見合った、現実的な就労支援を行う場

⑤濃厚な医療的かかわりによって病状の再燃を防止し、病状悪化の際はそれを早期に把握するなど、通常の外来診療を補完する治療の場

⑥通所に参加する事で、同居している家族と適度な距離を保てる場

を提供する為に、施設管理とプログラム管理を行なう事が挙げられる。

　また、多様な職種、男性／女性、若い人／ベテラン、既婚者／未婚者、都市部出身の人／地方文化で育ってきた人など、それぞれの社会背景や価値観の違いを持つ人によって構成され、様々な働きかけがなされる点に特徴がある。

　多様なスタッフが、それぞれの専門性と自身の特徴を活かして、利用者様の生活をより豊にするために役割分担しながら協力していく。すなわちチームワーク・チーム医療が重要となる。
















